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事例の重大性に関わり
無く、学長に報告する

当事者または当事者以外の関係者※からの訴え

「当事者（以下「相談者」という。）または当事者以外の関係者※１」 ヒアリング
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対応の結果

※１「同志社大学ｷｬﾝﾊﾟｽ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止に関する内規」
第７条（相談の受付）
２ 相談は、当事者によるものとするが、

正当な理由のある場合に限り、当事者
以外の関係者によるものであっても受
け付ける。

必要に応じて

「同志社大学ｷｬﾝﾊﾟｽ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止に関する内規」
第２０条（大学の措置）
１ 学長は、第８条第３項及び第５項に定める報告を

受け、必要な措置を講じるものとする。

調査委員会設置
の要否の判断

※２ ＣＨ･･･「キャンパス・ハラスメント」の略。

事実関係の認定およびCH※２の
有無の判断、並びに調査委員会
設置不要の場合の問題解決方


